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(2)きらめき

☆ 1人より　仲間が集う　シルバーに　作 /若松香代子

「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
」
の
感
染
症
法
上
の
位
置
づ

け
が
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
（
２
類
相

当
）」
か
ら
「
５
類
感
染
症
」
へ
と
移
行
さ
れ
１
年

以
上
が
経
過
し
た
６
月
７
日
（
金
）、
昨
年
に
引
き

続
き
八
尾
市
文
化
会
館（
プ
リ
ズ
ム
ホ
ー
ル
）小
ホ
ー

ル
に
て
、
会
員
の
皆
様
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
令
和

６
年
度
定
時
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

午
後
２
時
10
分
よ
り
議
案
書
次
第
の
と
お
り
芦
田

雅
己
理
事
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
受
賞
者
の
報
告
、

来
賓
祝
辞
・
祝
電
披
露
と
続
き
、
議
長
選
出
に
て
上

杉
正
輝
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
の
定
足

数
報
告
で
は
、
当
日
の
出
席
者
107
名
と
委
任
状
１
、

０
８
４
名
、
合
わ
せ
て
１
、１
９
１
名
が
会
員
総
数

１
、７
５
６
名
の
過
半
数
を
超
え
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。
そ
し
て
議
事
録
署
名
人
報
告
の
あ
と

に
議
題
に
入
り
ま
し
た
。

議
事
に
従
い
議
案
第
１
号
、
議
案
第
２
号
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
提
案
・
説
明
が
あ
り
、
審
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
結
果
、
い
ず
れ
の
審
議
事
案
に
対
し
て
も

異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
報
告
案
件
と
し
て
報
告
第
１
号
、
報
告

第
２
号
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、
最
後
に
前
田
副

理
事
長
の
閉
会
の
辞
で
午
後
３
時
半
、
無
事
に
定
時

総
会
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

※
今
回
委
任
状
（
ハ
ガ
キ
）
を
お
送
り
い
た
だ
い
た

方
全
員
に
総
会
記
念
品
（
ボ
ー
ル
ペ
ン
）
を
９
月
号

「
事
務
局
だ
よ
り
」
に
同
封
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

定
時
総
会

次
第

第
１
部

安
全
講
演

　
　
　
　
　
「
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　

講
師

八
尾
警
察
署

交
通
課

　
　
　
　
　
　
　
　

課
長
代
理

警
部
永
田
政
仁
氏

　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪
府
警
察
本
部
交
通
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　

交
通
安
全
教
育
班

第
２
部

⑴

開
会
の
辞

⑵

理
事
長
挨
拶

⑶

表
彰
状
の
贈
呈

⑷

来
賓
祝
辞

　
　
　
　

八
尾
市
長

大
松

桂
右
様

　
　
　
　

八
尾
市
議
会
議
長

田
中

慎
二
様

⑸

祝
電
披
露

⑹

議
長
選
出

⑺

定
足
数
報
告
と
議
事
録
署
名
人
報
告

⑻

議

事

　
　
　
　

議
案
第
１
号

　
　
　
　
　

令
和
５
年
度

事
業
報
告
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　

議
案
第
２
号

　
　
　
　
　

令
和
５
年
度

決
算
報
告
承
認
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

監
査
報
告
に
つ
い
て

　
　
　

報
告
案
件

　
　
　
　

報
告
第
一
号

　
　
　
　
　

令
和
６
年
度

事
業
計
画
報
告
に
つ
い
て

　
　
　
　

報
告
第
二
号

　
　
　
　
　

令
和
６
年
度

収
支
予
算
書
報
告

　
　

⑼

閉
会
の
辞

令
和
６
年
度

定
時
総
会
報
告



(3) きらめき

☆気のゆるみ　それに気付けば　事故はゼロ　作 /山下善徳

①
セ
ン
タ
ー
義
援
金

令
和
６
年
１
月
１
日
に
石
川
県
能
登
地
方
を
震
源

と
し
て
発
生
し
た
最
大
震
度
７
の
地
震
に
よ
り
241
名

の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
哀
悼
の
意
を

表
し
ま
す
。

現
在
、
当
セ
ン
タ
ー
事
務
所
一
階
カ
ウ
ン
タ
ー
に

於
い
て
「
能
登
半
島
地
震
災
害
義
援
金
」
募
金
箱
を

年
内
（
12
月
）
ま
で
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

第
一
便
と
し
て
３
月
１
日
（
金
）
会
員
の
皆
様
か

ら
ご
協
力
い
た
だ
い
た
募
金
（
３
万
３
千
626
円
）
を

八
尾
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
、
各
被
災
県
の
被

災
者
へ
届
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
温
か
い
ご

支
援
を
頂
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
引
き

続
き
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

②
ふ
れ
あ
い
野
菜
広
場
義
援
金

４
月
10
日
（
水
）
午
前
10
時
「
ふ
れ
あ
い
野
菜
広

場
」
実
行
委
員
会
の
代
表
メ
ン
バ
ー
が
八
尾
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
推
進
課
へ
「
能
登
半
島
地
震
災
害

義
援
金
」
と
し
て
被
災
地
に
募
金
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。「
ふ
れ
あ
い
野
菜
広
場
」
実
行
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
さ
ん
は
、
毎
週
水
・
土
曜
日
の
午
前
中
、

独
自
事
業
と
し
て
セ
ン
タ
ー
事
務
所
敷
地
内
で
、
手

作
り
野
菜
や
お
花
、
携
帯
ケ
ー
ス
等
の
小
物
を
販
売

し
、
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
メ
ン
バ
ー

の
皆
さ
ん
と
お
客
様
の
暖
か
い
ご
支
援
を
頂
き
、
募

金
額
は
６
万
６
千
289
円
と
な
り
ま
し
た
。

新
会
員
３
人
紹
介
達
成
者

＊
シ
ル
バ
ー
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
制
度
で
新
会
員
を
三

名
勧
誘
し
、
入
会
す
る
と
ク
オ
カ
ー
ド
（
千
円
）

を
進
呈
し
ま
す
。

皆
様
も
友
人
や
お
知
り
合
い
の
方
（
八
尾
市
在

住
の
60
歳
以
上
の
方
）
に
お
声
掛
け
し
て
シ
ル

バ
ー
会
員
を
増
や
し
て
く
だ
さ
い
。

「
能
登
半
島
地
震
災
害
義
援
金
」
の

寄
付
に
つ
い
て

写真右から　八尾市社会福祉協議会田邊常務理事、
当センター佐野事務局長

写真右から　コミュニティ政策推進課船瀬課長補佐
ふれあい野菜広場浅井正明、石井達士実行委員

田
井
中　
　

氏
家

千
恵

会
員

恩
智
中
町

細
川

寿
美
子
会
員

北
本
町　
　

白
川

竜
男

会
員

上
尾
町　
　

渡
邊

美
佐
子
会
員

シ
ル
バ
ー
ポ
イ
ン
ト
制
度

令
和
６
年
度
配
分
金
支
払
日

（
月
別)

配
分
金

振
込
日

７
月
分

８
月
15
日
（
木
）

８
月
分

９
月
17
日
（
火
）

９
月
分

10
月
15
日
（
火
）

10
月
分

11
月
15
日
（
金
）

11
月
分

12
月
16
日
（
月
）



(4)きらめき

夫
婦

会
員

「
き
ら
め
き
」シ
リ
ー
ズ

栄
町

市
川　
　
　

ご
夫
妻

市
川
さ
ん
御
夫
婦
は
、
お
二
人
と
も
大
阪
生
ま

れ
、
大
阪
育
ち
と
い
う
こ
と
で
す
。

御
主
人
は
、
Ｊ
Ｒ
天
王
寺
駅
（
昔
は
国
鉄
天
王
寺

と
言
わ
れ
て
い
た
）
の
す
ぐ
近
く
の
阿
倍
野
橋
界
隈

で
、
幼
少
の
頃
か
ら
ず
ー
っ
と
過
ご
さ
れ
、
家
か
ら

会
社
勤
め
も
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
終
戦
直
後
は
、
焼

野
原
で
大
変
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
勤
務
先
で

ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
を
結
成
さ
れ
、
一
五
～
六
名
の
メ
ン

バ
ー
と
あ
ち
こ
ち
へ
演
奏
し
に
行
か
れ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
当
時
は
、
進
駐
軍
（
ア
メ
リ
カ
の
）
も
多
く

見
か
け
ら
れ
る
状
況
で
、
ジ
ャ
ズ
が
流
行
っ
て
い
ま

し
た
。
職
場
で
も
よ
く
演
奏
会
を
開
催
し
人
気
の

マ
ト
で
し
た
。
市
川
さ
ん
の
担
当
楽
器
は
、
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
で
す
。
勿
論
、
社
内
以
外
の
と
こ
ろ
へ

も
、
声
が
か
か
れ
ば
演
奏
会
場
へ
出
か
け
ら
れ
ま
す

が
、
慰
問
へ
も
足
繁
く
廻
ら
れ
ま
し
た
。
な
か
で
も
、

ご
自
分
ら
の
演
奏
曲
目
に
、
市
川
さ
ん
作
曲
の
曲
も

披
露
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。
奥

さ
ん
も
同
じ
職
場
だ
っ
た
の
で
、
演
奏
会
へ
は
何
時

も
出
か
け
ら
れ
、
そ
の
う
ち
に
お
互
い
声
を
掛
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
奥
さ
ん
は
、
カ
ッ
コ
良
か
っ

た
し
、
何
よ
り
や
さ
し
か
っ
た
の
で
交
際
を
始
め
た

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
交
通
網
は
今
の
よ
う
に

便
利
で
は
な
く
、
環
状
線
は
城
東
線
と
い
う
名
称
で

走
っ
て
い
て
、
天
王
寺
～
大
阪
間
の
み
で
、
西
側
半

分
は
な
か
っ
た
時
代
で
し
た
。
奥
さ
ん
と
の
デ
ー
ト

は
、
阿
倍
野
発
の
バ
ス
に
乗
り
、
出
戸
～
平
野
～
加

美
と
大
回
り
し
て
近
鉄
八
尾
駅
に
着
き
、
住
ん
で
お

ら
れ
る
八
尾
の
実
家
に
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で

も
ご
両
親
に
や
さ
し
く
接
し
て
お
ら
れ
る
姿
を
み
て
、

結
婚
す
る
な
ら
こ
の
人
だ
と
心
に
思
わ
れ
た
そ
う
で

す
。

結
婚
さ
れ
て
八
尾
市
に
住
ま
わ
れ
、
充
実
し
た

日
々
を
送
り
無
事
定
年
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
今
は
娘

さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
っ
て
、
八
尾
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
を
知
り
御
夫
婦
で
入
会
さ
れ
今
日
に

至
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

仕
事
は
、
ご
夫
婦
で
龍
華
町
の
２
カ
所
と
志
紀
・

高
美
の
公
団
住
宅
を
清
掃
さ
れ
て
い
ま
す
。
奥
さ
ん

と
二
人
で
行
う
空
家
管
理
は
、
お
互
い
の
得
意
分
野

を
活
か
し
て
、
他
人
と
組
む
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
良
い

仕
事
が
で
き
る
そ
う
で
す
。
と
き
に
は
、
お
互
い
の

視
点
の
相
違
か
ら
、
言
い
合
い
す
る
こ
と
も
あ
り
、

依
頼
者
か
ら
「
ケ
ン
カ
し
な
い
で
ね
」
と
心
配
さ
れ

る
そ
う
で
す
。
公
団
に
女
性
お
一
人
で
住
ん
で
い
る

方
は
、
夫
婦
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
と
、
ホ
ッ
と
し

た
顔
を
な
さ
る
そ
う
で
す
。
掃
除
す
る
分
担
も
二
人

で
話
し
合
っ
て
決
め
て
い
る
こ
と
を
聞
き
、
心
な
ご

む
話
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。「
仕
事
が
有
る
こ
と
は
、

嬉
し
い
。
趣
味
を
楽
し
み
な
が
ら
、
頑
張
り
た
い
。」

と
熱
く
語
る
市
川
さ
ん
。「
人
間
関
係
に
も
恵
ま
れ
、

長
く
仕
事
を
続
け
ら
れ
て
嬉
し
い
。」
と
奥
さ
ん
も

微
笑
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
フ
ェ
ス
タ
の
出
演
を
勧
め
つ
つ
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
終
わ
り
ま
し
た
。

　
　
　

取
材

八
尾
木
北　
　

黒
田　
　

昇

　
　
　
　
　
　

山
本
町
南　
　

山
中

千
夏

☆シルバーで育む　生きがい　活かす知恵　作／山中千夏

昭
三

弘
子

（

）



(5) きらめき

☆安全確認が　仕事の前の　GOサイン！　作／細川寿美子

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
だ
よ
り

右
の
グ
ラ
フ
は
、過
去
５
年
間
の
事
故
件
数
で
す
。

昨
年
度
の
事
故
件
数
は
28
件
（
傷
害
19
件
・
賠
償

９
件
）
で
し
た
。
今
年
度
は
、
４
月
か
ら
３
ヶ
月
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
６
月
末
日
現
在
で
傷
害

６
件
・
賠
償
事
故
１
件
の
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

『
安
全
は
す
べ
て
に
優
先
し
ま
す
』
日
々
の
安
全
確

認
・
事
故
防
止
に
一
層
の
注
意
を
払
い
、『
事
故
ゼ
ロ
』

を
目
指
し
て
安
全
第
一
で
お
願
い
し
ま
す
。

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
で
は
、
定
期
的
に
安
全

巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
一
般
企
業
先
や
屋
内

外
作
業
な
ど
会
員
の
皆
様
が
、
お
仕
事
を
し
て
い
る

所
に
訪
問
し
、
就
業
中
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
事
故
防
止
の
た
め
の

啓
発
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
会
員
の

皆
様
が
安
全
意
識

を
高
め
て
い
た
だ

く
よ
う
就
業
中
や

就
業
途
上
（
就
業

の
行
き
帰
り
）
に

お
け
る
事
故
や
ケ
ガ
の
事
故
状
況
の
分
析
を
行
い
、

事
故
防
止
の
た
め
の
講
習
会
な
ど
を
企
画
し
て
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

令
和
６
年
度
も
『
交

通
安
全
講
習
会
』『
健

康
に
関
す
る
講
習
会
』

や
健
康
増
進
の
た
め
の

『
秋
の
健
康
ハ
イ
キ
ン

グ
』『
普
通
救
命
・
Ａ

Ｅ
Ｄ
講
習
会
』
を
実
施

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
で
は
、
す
べ
て
の
会
員

の
皆
様
が
、
安
全
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、
毎
年
、

安
全
標
語
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
６
年
度
は
35
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
次
の
標
語
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

＊
八
尾
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
標
語
＊

＊
全
国
統
一
の
安
全
標
語
＊（
令
和
５
〜
７
年
度
）

普通救命・AED講習会

秋の健康ハイキング

健康管理講習会

交通安全講習会

令
和
６
年
度
の
『
安
全
標
語
』
決
定

『
気
の
ゆ
る
み

そ
れ
に
気
付
け
ば

事
故
は
ゼ
ロ
』

安
全
は

無
理
せ
ず焦

ら
ず

油
断
せ
ず

秋
の
健
康
ハ
イ
キ
ン
グ
の
お
知
ら
せ

今
年
は
、
10
月
12
日(

土)

実
施
予
定
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
９
月
号
の

事
務
局
だ
よ
り
で
募
集
案
内
い

た
し
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
！
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☆シルバーで　働く喜び　分かち合う　作 /黒田義久

末
広
町

小
森

裕
子

女
性
会
員
の
入
会
促
進
を
目
的
と
し
て
女
性
委
員

会
（
通
称
・
ア
イ
リ
ス
）
を
立
ち
上
げ
、
早
４
年
が

経
ち
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
し
た
楽
し
み
を
計
画
し
、

実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

Ｒ
５
年

４
月
~
７
月

　
　
　
　
　

ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
タ
オ
ル

の
寄
付
を
受
け
、
ウ
エ
ス
と
し
て
４

カ
所
の
施
設
に
配
布
（
タ
オ
ル
の
寄

付
は
継
続
受
付
中
）

５
月
17
日

第
三
回

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
開
催

９
月
10
日

八
尾
河
内
音
頭
ま
つ
り
参
加

　
　
　
　
　
（
本
年
も
参
加
予
定
）

９
月
20
日

堺
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
主
催

の
女
性
委
員
会
交
流
会
に
参
加
。

　
　
　
　
　

参
加
者
は
、
堺
市
・
門
真
市
・
茨

木
市
・
八
尾
市
の
各
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
と
大
阪
商
業
大
学
の
豊
山

教
授
と
学
生
10
名
で
、
遺
跡
巡
り
と

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。

10
月
13
日

き
ら
め
き
フ
ェ
ス
タ
に
参
加
し
、
舞

台
発
表
の
司
会
担
当
と
バ
ザ
ー
に
協

力
し
ま
し
た
、
引
き
続
き
本
年
も
協

力
予
定
で
す
。

11
月
28
日

ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
作
製

　
　
　
　
　

お
正
月
に
向
け
て
綺
麗
な
お
花
の

バ
ス
ケ
ッ
ト
作
り
に
挑
戦
、
３
カ
月

く
ら
い
お
花
が
咲
い
て
い
ま
す
。

Ｒ
６
年

１
月
24
日

第
三
回
お
味
噌
作
り
体
験

３
月
29
日

手
作
り
豚
ま
ん
＆
ラ
ン
チ
懇
談
会

以
上
が
、
令
和
５
年
度
の
活
動
報
告
で
し
た
。

今
年
度
は
、
女
性
委
員
を
増
や
す
た
め
、
１
月
か

ら
入
会
説
明
会
に
参
加
し
、
経
験
者
と
し
て
の
ア
ド

バ
イ
ス
や
ア
イ
リ
ス
の
活
動
等
を
説
明
し
、
入
会
促

進
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。女
性
会
員
の
皆
様
も
是
非
、

ア
イ
リ
ス
の
活
動
に
、
参
加
・
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

女
性
委
員
会
（
ア
イ
リ
ス
）
活
動
報
告

　
令
和
６
年
度
の
「
き
ら
め
き
フ
ェ
ス
タ
」
は

平
日
就
業
さ
れ
て
い
る
会
員
さ
ん
も
参
加
し
や

す
い
土
曜
日
開
催
と
し
ま
し
た
。

　
是
非
、
知
人
・
ご
友
人
お
誘
い
下
さ
い
！
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☆大丈夫！　と思う心に　事故潜む　作 /蓑毛和子

600

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
の
す
ご
く
喜
ん
だ
し

だ
い
で
す
。
私
は
何
事
に
も
一
生
懸
命
に
な
る
性
格

で
す
が
、
成
功
し
な
い
と
す
ぐ
に
あ
き
ら
め
て
し
ま

う
一
面
も
あ
り
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
の
仕
事
も
い
ろ
い

ろ
経
験
も
し
ま
し
た
が
春
先
に
病
気
に
な
り
、
半
分

ぐ
ら
い
や
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
帯
状
疱
疹
」
と

い
う
今
テ
レ
ビ
で
よ
く
出
て
く
る
病
気
で
す
。
今
も

後
遺
症
が
残
っ
て
お
り
体
に
痛
み
を
感
じ
て
い
ま
す
。

「
加
齢
、
疲
労
、
ス
ト
レ
ス
」
が
原
因
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
自
分
で
は
疲
労
が
一
番
の
原
因
で
は
な

い
か
と
思
い
、
働
き
す
ぎ
を
セ
ー
ブ
し
た
訳
で
す
。

同
好
会
等
の
紹
介
に
来
年
の
春
か
ら
「
ぶ
ら
た

ん
」
と
い
う
ぶ
ら
り
探
検
同
好
会
の
発
足
予
定
の
記

事
が
あ
り
、
仕
事
以
外
に
も
仲
間
作
り
の
活
動
に
も

参
加
し
て
み
た
い
と
興
味
を
も
ち
ま
し
た
。
仕
事
に

も
遊
び
に
も
健
康
が
一
番
と
つ
く
づ
く
感
じ
て
お
り

ま
す
。

見
た
か
っ
た
な
あ
ー

恩
智
北
町

渡
瀨

弘
美

「
歩
こ
う
会
」
か
ら
の
お
誘
い
で
、
４
月
７
日
22
名

で
池
田
市
を
歩
く
。
始
め
に
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
で
お

な
じ
み
の
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
。
500

円
で
好
み
の
具
材
を
入
れ
た
自
分
だ
け
の
カ
ッ
プ

ヌ
ー
ド
ル
を
作
る
体
験
で
す
。
出
来
た
て
の
カ
ッ
プ

ヌ
ー
ド
ル
を
手
に
創
業
者
の
安
藤
百
福
像
の
前
で
パ

チ
リ
、
皆
ん
な
に
っ
こ
り
。
次
に
日
本
で
は
長
野
県

と
こ
こ
五
月
山
動
物
園
だ
け
の
二
カ
所
に
い
る
ウ
ォ

ン
バ
ッ
ト
を
見
に
。
ウ
ォ
ン
バ
ッ
ト
は
地
下
に
長
い

巣
穴
を
掘
っ
て
生
活
す
る
夜
行
性
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
生
息
す
る
。
カ
ン
ガ
ル
ー
と
同
じ
有
袋
類
の

動
物
で
木
登
り
は
し
な
い
た
め
「
地
上
の
コ
ア
ラ
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
こ
は
自
然
の
小
さ
な
動
物
園

で
ア
ル
パ
カ
・
ワ
ラ
ビ
ー
と
か
わ
い
い
動
物
が
い
っ

ぱ
い
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
が
見
た
い
と
期
待
し
て
い

る
ウ
ォ
ン
バ
ッ
ト
は
小
屋
か
ら
出
て
こ
な
く
て
、
長

時
間
待
っ
た
の
に
見
ら
れ
ず
で
、
こ
の
暑
い
日
中
は

ダ
メ
! !
夜
行
性
で
す
も
の
～
。
な
ご
り
お
し
く
次
の

見
学
先
の
池
田
城
跡
へ
。

た
ぬ
き
の
ゆ
め

安
中
町

西
島

美
砂
子

「
つ
め
こ
め

つ
め
こ
め

ド
ン
ド
ン

ジ
ャ
ン

ジ
ャ
ン

木
が
く
れ
た

ご
褒
美
だ
」

こ
れ
で
オ
イ
ラ
は
、
た
ぬ
き
王
国
の
王
様
に
な
る

の
だ
、
木
の
葉
を
お
金
に
化
か
し
て
大
金
持
ち
に

な
っ
て
お
世
話
に
な
っ
た
人
間
様
に
恩
返
し
を
す
る

の
だ
。
同
じ
地
球
に
生
ま
れ
て
暮
ら
し
た
仲
間
の
人

間
様
が
今
と
て
も
困
っ
て
い
る
の
だ
。
助
け
な
け
れ

ば
。

「
そ
れ
集
め
ろ
。
そ
れ
集
め
ろ
。
袋
い
っ
ぱ
い
に
詰

め
込
ん
で
沢
山
の
袋
を
作
る
ん
だ
。
人
間
様
、
ど
う

フ
レ
イ
ル
と
健
康
増
進

南
本
町

川
口

誠
次

最
近
「
フ
レ
イ
ル
」
と
い
う
言
葉
が
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
要
介
護
状
態
の
一
歩
手
前
の
状
態
と
云
わ

れ
、
健
康
寿
命
を
延
ば
せ
る
よ
う
で
す
。

予
防
の
た
め
「
栄
養
」「
身
体
活
動
」「
社
会
参

加
」
に
取
り
組
む
よ
う
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
、「
社

会
活
動
」
で
も
あ
る
業
務
に
日
々
定
期
的
に
携
わ
っ

て
お
り
ま
す
。（
本
年
で
十
年
間
勤
務
で
き
ま
し
た
）

健
康
生
活
の
応
援
と
し
て
、
家
に
籠
ら
ず
、
食
事

も
大
切
に
「
身
体
活
動
」「
社
会
活
動
」
に
加
わ
り

生
き
が
い
に
も
繋
が
る
こ
と
か
ら
、
フ
レ
イ
ル
予
防

に
な
る
も
の
か
と
、
考
え
て
お
り
ま
す
。

健
康
一
番
で
や
る
気
満
々

刑
部

青
木

佳
代
子

や
っ
た
ー
。
は
じ
め
て
の
当
選
。
何
回
も
「
ク
イ

ズ
頭
の
体
操
」
に
応
募
し
て
い
る
の
に
選
ば
れ
た
こ
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ぞ
こ
れ
を
使
っ
て
下
さ
い
。
四
角
い
大
き
目
の
葉
っ

ぱ
は
、
鶴
を
折
る
の
に
使
っ
て
下
さ
い
。」
折
り
鶴

は
平
和
の
象
徴
。
非
核
の
象
徴
。
世
界
の
人
々
が
、

皆
で
平
和
を
願
い
な
が
ら
鶴
を
折
っ
た
ら
、
ど
ん
な

に
素
晴
ら
し
く
、
ど
ん
な
に
素
敵
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
折
っ
た
鶴
を
胸
に
飾
っ
て
皆
で
輪
に
な
っ

て
歌
っ
て
踊
っ
て
笑
っ
て
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す

の
で
す
。
愉
快
で
楽
し
い
皆
で
大
き
な
声
で
「
ワ
ッ

ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
ァ
、
ワ
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
ァ
」
と
笑
い
あ

う
の
で
す
。

そ
う
そ
う
、
昔
々
の
神
話
の
話
、
太
陽
の
神
様
が

岩
戸
の
中
に
お
隠
れ
に
な
っ
た
の
で
，
世
の
中
が
真

暗
闇
に
な
っ
て
し
ま
い
、
困
り
果
て
た
神
様
が
最
後

の
知
恵
で
「
笑
い
祭
り
」
を
し
た
話
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
？
私
が
い
な
く
て
暗
く
て
寒
く
て
大
変
な
は
ず

な
の
に
「
な
ぜ
？
皆
は
笑
っ
て
い
る
の
？
」
と
不
思

議
に
思
っ
て
、
そ
っ
と
細
く
岩
の
扉
を
開
け
た
太
陽

の
神
様
に
、「
貴
女
様
よ
り
尊
い
神
様
が
現
れ
た
の

で
皆
で
お
祝
い
を
し
て
喜
ん
で
い
る
の
で
す
。」
と

言
い
な
が
ら
太
陽
の
神
様
に
鏡
を
向
け
「
そ
れ
は
貴

女
様
で
す
」
と
言
い
な
が
ら
岩
戸
の
中
か
ら
う
ま
く

太
陽
の
神
様
を
連
れ
出
す
の
に
成
功
し
て
、
世
の
中

が
再
び
、
明
る
く
光
り
輝
く
様
に
な
っ
た
と
い
う
日

本
の
神
話
が
あ
る
の
で
す
が
？

笑
っ
て
踊
る
と
ど
ん
な
困
難
も
解
決
す
る
と
言
い

伝
え
ら
れ
今
も
、
日
本
の
神
社
の
あ
ち
こ
ち
で
笑
い

祭
り
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
様
で
す
。

私
達
の
住
ん
で
い
る
地
球
は
、
温
暖
化
や
海
洋
汚

染
、
森
林
破
壊
、
そ
の
上
、
悲
惨
な
戦
争
も
あ
る
、

も
し
核
爆
弾
な
ん
か
使
っ
た
ら
地
球
は
ど
う
な
る
？

「
イ
ヤ
だ
、
イ
ヤ
だ
、
お
願
い
だ
」
こ
の
お
金
を
全

部
使
っ
て
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
っ
て
地
球
が
喜

ぶ
、
地
球
が
ほ
ほ
笑
む
様
に
し
て
欲
し
い
、
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
私
は
公
園
に
も
ど
り
ま
す
。
も

ど
っ
て
、
公
園
の
美
化
に
は
げ
み
ま
す
。
枯
れ
葉
は

す
っ
か
り
落
ち
て
木
立
は
冬
眠
に
入
っ
た
み
た
い
で

す
。ホ

ー
キ
の
音
が
シ
ャ
カ
シ
ャ
カ
、
シ
ャ
ー
ツ
、

シ
ャ
ー
ツ
。
と
心
地
よ
く
響
い
て
い
ま
す
。
ホ
ー
キ

で
掃
き
清
め
ら
れ
た
後
は
、
清
々
し
く
て
と
て
も
気

持
ち
が
良
い
も
の
で
す
。

昨
日
、
体
力
測
定
が
あ
り
ま
し
た
。
何
と
、
体
力

年
令
が
40
才
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
本
当
の
年
は
76

才
で
す
。
認
知
機
能
検
査
で
は
100
点
を
も
ら
い
ま
し

た
。
心
も
体
も
頭
も
元
気
な
の
は
公
園
の
仕
事
の
お

陰
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
酸
素
と
い
う

目
に
見
え
な
い
大
き
な
財
産
を
与
え
て
く
れ
る
木
々

を
大
切
に
、
人
間
様
達
と
仲
良
く
暮
ら
し
て
行
き
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
末
永
く
ど

う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

夢
見
る

た
ぬ
き

よ
り
。

☆健康と経験活かして　シルバーワーク　作 /楠田　孝

楽
し
み
ま
し
ょ
う
八
尾
河
内
音
頭
ま
つ
り

第
47
回
「
八
尾
河
内
音
頭
ま
つ
り
」
が
10
月
26
日

（
土
）
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

生
き
活
き
倶
楽
部
「
き
ら
め
き
連
」
も
参
加
し
ま

す
。
踊
る
事
で
体
幹
を
鍛
え
ら
れ
手
足
の
動
作
を
覚

え
る
事
で
脳
の
働
き
を
よ
く
し
ま
す
。

何
よ
り
も
仲
間
と
一
緒
に
八
尾
の
街
を
練
り
歩
く

笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
き
ら
め
き
ま
し
ょ
う
。

練
習
場
所

八
尾
市
社
会
福
祉
会
館

　
　

日
時

９
月
４
日
（
水
）
10
月
９
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

※

練
習
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※

ハ
ッ
ピ
等
は
セ
ン
タ
ー
で
用
意
し
ま
す
。

※

そ
の
他
詳
細
は
改
め
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※

シ
ル
バ
ー
ポ
イ
ン
ト
３
ポ
イ
ン
ト
付
与
。

※

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。
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「
ぶ
ら
り
探
検
」
同
好
会
（
ぶ
ら
た
ん
）
見
学
記

福
万
寺
町
南

上
杉

正
輝

記
念
す
べ
き
第
一
回
「
ぶ
ら
た
ん
」
５
月
24
日
五

月
晴
れ
の
天
候
に
恵
ま
れ
、
京
都
府
長
岡
京
市
に
向

か
っ
た
。
目
指
す「
ぶ
ら
り
探
検
隊
」目
的
地
は
、「
サ

ン
ト
リ
ー
ビ
ー
ル
工
場
見
学
と
長
岡
京
散
策
」。

約
30
名
の
同
好
会
員
仲
間
と
、
過
ご
し
た
楽
し
い

一
日
で
あ
っ
た
。

「
サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ー
ル
工
場
見
学
」

Ｊ
Ｒ
長
岡
京
駅
前
か
ら
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
乗
り

工
場
へ
。
麦
芽
・
発
酵
か
ら
ビ
ー
ル
が
製
品
と
し
て

出
荷
さ
れ
る
迄
の
全
工
程
の
解
説
を
受
け
見
学
。

そ
し
て
、
お
楽
し
み
の
出
来
立
て
ほ
や
ほ
や
の
試

飲
タ
イ
ム
。
冷
え
た
て
の
き
め
細
や
か
な
泡
、
一
口

目
の
旨
い
事
、美
味
い
事
。仲
間
の
笑
み
が
こ
ぼ
れ
る
。

「
長
岡
京
散
策
」

現
地
で
「
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
の
会
」
の
ご
協
力
を

得
て
「
神
足
（
こ
う
た
り
）
神
社
」「
勝
竜
寺
城
公
園
」

「
西
国
街
道
街
並
み
」
な
ど
の
散
策
に
向
か
う
。

目
玉
は
「
勝
竜
寺
城
」
で
あ
る
。
時
は
戦
国
時
代
、

織
田
信
長
の
命
を
受
け
、
細
川
藤
孝
が
城
を
改
修
。

明
智
光
秀
の
娘
、
玉
（
後
の
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
）
が
、

細
川
忠
興
に
輿
入
れ
し
新
婚
生
活
を
送
っ
た
城
。

城
内
庭
園
に
は
、「
細
川
忠
興
と
玉
の
銅
像
」
も

あ
り
、
玉
は
、
吉
永
小
百
合
似
と
の
こ
と
。
え

え
っ
！
？
？

そ
し
て
、
光
秀
と
秀
吉
が
天
下
分
け
目
の
「
山
崎

の
戦
い
」
で
、
敗
れ
た
明
智
光
秀
が
最
後
の
夜
を
過

ご
し
た
城
と
し
て
も
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、

案
内
ガ
イ
ド
さ
ん
の
お
陰
で
、
す
っ
か
り
戦
国
ロ
マ

ン
を
体
感
し
た
？
我
々
一
行
で
あ
っ
た
。

ま
だ
ま
だ
伝
え
た
い
こ
と
が
沢
山
あ
る
が
、
紙
面

も
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
辺
で
。

☆一寸待った　忘れていませんか　安全確認　作 /前田育宏

掲
載
に
際
し
て
は
、
文
意
の
変
わ
ら
な
い
範
囲

で
編
集
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ
し
か
ら
ず

ご
了
承
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　

編
集
会
議
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☆シルバーの助けあう町　笑顔なり　作 /降矢滋子

ア
ル
バ
イ
ト
の
日
々

久
宝
園

楠
田

孝

昭
和
39
年
の
夏
休
み
、
初
め
て
の
ア
ル
バ
イ
ト
は

阿
倍
野
郵
便
局
・
文
の
里
で
「
暑
中
見
舞
い
」
を
自

転
車
で
配
達
。
冬
休
み
は
同
局
で
「
年
賀
状
」
配
達
。

夏
は
470
円
、
冬
は
550
円
の
日
給
。
局
内
の
食
堂
の
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
が
120
円
で
、
因
み
に
千
日
前
の
自
由
軒

の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
カ
レ
ー
が
180
円
で
割
高
感
を
忘
れ

ま
せ
ん
。

高
２
の
春
・
夏
休
み
は
Ｓ
百
貨
店
の
寝
具
、
文
房

具
、
玩
具
売
り
場
で
の
、
店
員
さ
ん
の
販
売
補
助
や

商
品
の
包
装
で
日
給
800
円
、
冬
休
み
は
同
Ｓ
百
貨
店

の
配
送
セ
ン
タ
ー
で
お
歳
暮
・
贈
答
送
品
の
受
け
取

り
返
送
は
が
き
の
整
理
発
送
作
業
、
高
３
春
・
夏
休

み
は
中
央
卸
売
市
場
で
夜
間
到
着
の
長
距
離
ト
ラ
ッ

ク
か
ら
の
荷
下
ろ
し
作
業
、
当
時
は
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
な
ど
無
く
全
て
手
下
ろ
し
、
手
積
み
で
、
身
体
が

ま
い
り
ま
し
た
が
、
日
給
が
深
夜
作
業
で
も
あ
り

１
２
０
０
円
と
高
校
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
は
当

時
の
破
格
で
し
た
。

北
本
町

白
川

竜
男

▼
初
め
て
応
募
し
ま
す
。
久
し
ぶ
り
に
国
語
辞
典
を

開
き
ま
し
た
。

南
太
子
堂

楠

昭
一
郎

▼
「
き
ら
め
き
」
楽
し
み
に
読
ん
で
い
ま
す
。
ク
イ

ズ
頭
の
体
操
、
解
く
の
と
漢
字
の
読
み
方
難
し
い
で

す
苦
戦
し
て
い
ま
す
。
い
つ
も
編
集
作
業
ご
苦
労
さ

ま
で
す
。

山
本
町
北

岩
本

栄
子

▼
久
し
ぶ
り
に
頭
の
体
操
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

日
本
語
の
読
み
方
は
む
ず
か
し
い
で
す
。

東
太
子

吉
田

美
千
代

▼
い
つ
も
楽
し
く
読
ま
せ
て
頂
い
て
ま
す
。
今
回
も

ク
イ
ズ
頭
の
体
操
に
応
募
し
ま
し
た
。
当
た
る
事
を

祈
っ
て
ま
す
。

南
本
町

川
口

誠
次

▼
「
環
山
楼
」
は
、
地
域
か
ら
近
く
て
、
身
近
に
感

じ
ら
れ
ま
す
。

安
中
町

常
森

正
之

▼
む
ず
か
し
い
、
漢
字
の
読
み
方
大
好
き
で
す
。

長
池
町

乾

町
子

▼
ど
の
ペ
ー
ジ
も
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
細
川
さ
ん
の
「
幸
せ
の
か
た
ち
」
特
に
良
か
っ

た
で
す
。
き
ら
め
き
フ
ェ
ス
タ
来
年
は
出
演
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

松
山
町

若
松

香
代
子

▼
今
日
、
雪
の
降
る
中
、
会
報
誌
を
配
り
終
え
ま
し

た
。
手
渡
し
で
お
配
り
し
た
会
員
さ
ん
は
皆
さ
ん
お

元
気
で
良
か
っ
た
で
す
。
残
念
な
が
ら
お
留
守
宅
も

有
り
ま
す
が
年
に
２
回
お
顔
を
見
な
が
ら
手
渡
し
出

切
る
の
は
嬉
し
い
事
で
す
。

春
日
町

辻
村

准
一

▼
会
報
誌
い
つ
も
楽
し
く
拝
見
し
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

木
の
本

青
野

雅
至

▼
リ
タ
イ
ヤ
し
て
早
や
８
年
、
会
員
こ
そ
な
っ
て
ま

す
が
、
グ
ズ
グ
ズ
し
て
い
ま
す
。
今
年
こ
そ
は
、
セ

ン
タ
ー
に
お
世
話
に
な
っ
て
健
康
な
一
年
を
送
り
た

い
。

刑
部

青
木

佳
代
子

▼
漢
字
の
読
み
、
主
人
も
ま
じ
え
て
、
半
日
以
上
時

間
が
か
か
り
ま
し
た
。
手
助
け
は
、
主
人
・
辞
書
・

ス
マ
ホ
で
す
。

卒
業
後
、
入
社
ま
で
は
町
の
看
板
屋
さ
ん
で
、
道

路
沿
い
の
電
柱
に
「
立
て
看
板
～
捨
て
看
板
」
取
り

付
け
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
…
レ
ス
ト
ラ
ン
や
モ
ー

テ
ル
な
ど
の
開
店
お
知
ら
せ
や
、
場
所
の
誘
導
が
シ

ル
ク
印
刷
さ
れ
て
い
る
…
こ
れ
は
１
本
25
円
で
２
時

間
あ
れ
ば
40
～
50
本
取
り
付
け
出
来
る
の
で
、
今
で

言
う
オ
イ
シ
イ
仕
事
で
し
た
が
、
そ
の
後
、
屋
外
広

告
規
制
条
例
で
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
が
。

振
り
返
れ
ば
、
い
ろ
ん
な
ア
ル
バ
イ
ト
で
良
い
経

験
を
さ
せ
て
い
だ
い
た
こ
と
が
今
の
年
齢
で
分
か
り

ま
し
た
。
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二
、
わ
が
街
・
風
景
「
こ
こ
は
ど
こ
？
」

▼
ハ
ガ
キ
・
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
答
え
・
住
所
・
氏
名
・

会
員
番
号
・
コ
メ
ン
ト
を
書
い
て
お
送
り
く
だ
さ
い

☆
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
名
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

▼
い
ず
れ
か
一
問
で
正
解
と
し
ま
す
。

▼
締
切

９
月
末
日

▼
宛
先

〒
５
８
１
│
０
８
１
５

　
　
　
　

八
尾
市
宮
町
１
│
10
│
32

（
公
社
）
八
尾
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

編
集
会
議

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
７
２
（
９
９
２
）
８
２
８
２

Ｅ
メ
ー
ル

yao.sc@
dream

.ocn.ne.jp

◎
◯
の
答
え

一
、
漢
字
読
み　
　

①
す
だ
く

②
ち
ょ
う
か

③
た
こ

　
　

④
う
い
ろ
う

⑤
か
た
つ
む
り

⑥
し
ゃ
も

　
　

⑦
さ
ら
う　
　

⑧
さ
っ
き
ゅ
う
・
そ
う
き
ゅ
う

　
　

⑨
あ
ま
ね
く

⑩
し
け

二
、
こ
こ
は
ど
こ
？

　
　

八
尾
市
役
所
西
館

　
　

残
念
な
が
ら
、
八
尾
小
学
校
の
隣
で
は
あ
り
ま
せ
ん

☆「今迄は　大丈夫だった！」が　事故のもと　作 /森　昌子

76

一
、
今
回
も
漢
字
読
み
で
す
。

（

）
に
読
み
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

①

野
暮　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　
　
　

）

②

玉
蜀
黍　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　
　
　

）

③

御
用
達　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　
　
　

）

④

埴
猪
口　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　
　
　

）

⑤

杮
落
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　
　
　

）

⑥

仙
人
掌　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　
　
　

）

⑦

馬
穴　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　
　
　

）

⑧

脆
弱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　
　
　

）

⑨

転
寝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　
　
　

）

⑩

木
耳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　
　
　

）

77

長寿の秘訣

28
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●
望
ま
し
い
運
動
量
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
換
算
し
て

成
人
は
八
千
歩
以
上
、
高
齢
者
は
六
千
歩
以
上
だ
そ

う
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
陽
）

●
毎
朝
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
食
べ
て
い
る
が
、
店
頭
に

は
半
分
に
切
っ
た
も
の
や
４
分
の
１
に
切
っ
た
も
の

が
出
て
い
る
時
が
あ
る
。
そ
れ
を
見
て
値
上
が
り
が

分
か
る
。
２
０
２
６
年
に
は
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
も
指

定
野
菜
に
な
る
と
の
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
）

●
「
ぶ
ら
た
ん
」
で
行
っ
た
、
長
岡
京
市
と
、
大
山

崎
町
で
は
、
天
下
分
け
目
の
戦
い
が
、
ま
だ
続
い
て

い
る
と
の
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
志
）

●
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
健
康
は
、

日
々
の
努
力
の
贈
り
物
で
す
。
景
色
の
中
に
季
節
の

移
ろ
い
を
感
じ
て
、
続
け
て
い
ま
す
。　
　
　
（
千
）

●
昨
今
ゴ
ミ
箱
の
な
い
の
に
不
便
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
。
日
本
人
も
マ
ナ
ー
が
上
が
っ
た
な
と
感
じ
ま
す

が
、
家
の
近
所
の
溝
や
公
園
の
溝
に
吸
い
が
ら
が
落

ち
て
い
る
の
が
目
に
つ
き
、
複
雑
な
気
持
ち
で
す
。

（
の
）

●
知
人
か
ら
、
そ
の
日
の
朝
採
り
の
枝
豆
を
頂
き
ま

し
た
。
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
湯
が
き
方
法
を
参
考
に

し
、
慎
重
に
茹
で
あ
げ
、
熱
々
を
冷
た
い
ビ
ー
ル
で
。

た
ま
り
ま
せ
ん
わ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
て
ぃ
）

☆シルバーの持てるワザ　地域に貢献　充実感　作 /松本好央

日
本
の
国
土
面
積
は
、
約
38
万
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
世
界
第
61
位
で

す
が
、
海
域
の
面
積
は
約
447
万
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
あ
り
、世
界
第
６
位
の
広
さ
で
す
。Ｅ
Ｕ
加

盟
国
は
27
カ
国
の
総
面
積
は
399
・
８
万
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
よ
り
広
く
、
国
土
面
積
で
は
フ
ラ

ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
次
に
な

り
ま
す
。
仮
に
地
図
上
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
首

都
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
日
本
の
最
北
端
を
持
っ

て
く
る
と
、
沖
縄
は
ス
ペ
イ
ン
に
届
き
、
与
那

国
島
は
も
う
少
し
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
す
。
誰
で

す
か
？
日
本
は
小
さ
い
島
国
だ
と
言
っ
て
い
る

人
は
…
…
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
縁
）

編
集
余
話
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